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「
平
和
」
と
「
不
戦
」
は
、
い
の
ち
を
何
よ
り
も

大
切
に
考
え
る
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
原
点
で
す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体
組
織
委
員
会
で
は
、
平

和
の
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
学
び

深
め
る
た
め
に
、
毎
年
平
和
学
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

９
月
13
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
２
０
２
１

年
度
第
２
回
平
和
学
習
会
は
、
詩
人
の
ア
ー
サ
ー
・

ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
行
い
、
２
３
６

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

「
平
和
」
と
い
う
言
葉
の

危
う
さ

　　
「
核
の
平
和
利
用
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
人
類
の
発
展

と
幸
福
の
た
め
と
い
う
建
前

の
も
と
、
原
子
力
発
電
所
は

世
界
中
に
広
が
っ
た
。
し
か

し
実
態
は
、
海
を
沸
か
し
汚

し
て
後
始
末
で
き
な
い
放
射

性
物
質
を
次
世
代
に
残
し
、

計
り
知
れ
な
い
経
済
的
損
失

を
与
え
て
い
く
。
核
兵
器
の

原
料
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
増

し
な
が
ら
。
そ
の
こ
と
を
考

え
た
時
、
果
た
し
て
「
平
和
」

と
は
良
い
こ
と
な
の
か
と
思

う
。
大
国
は
み
ん
な
「
世
界

の
平
和
の
た
め
」
と
言
っ
て
、

数
多
く
の
戦
争
を
し
て
き

た
。「
平
和
」
の
中
に
「
戦
争
」

も
含
ま
れ
る
の
だ
。
利
益
を

得
る
企
業
と
政
治
家
が
使
う

「
平
和
」は
、
ひ
ど
く
危
う
い
。

日
本
で
知
っ
た

戦
争
の※

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

　

私
は
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ

ン
州
で
戦
後
22
年
経
っ
て
生

ま
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦

は
自
分
に
と
っ
て
遠
い
も
の

で
、
日
本
に
と
っ
て
こ
の
大

戦
が
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た

の
か
何
も
知
ら
ず
に
来
日
し

た
。
東
京
に
住
み
、
人
々
か

ら
東
京
大
空
襲
な
ど
の
戦
争

体
験
や
戦
時
下
の
生
活
の
話

を
聞
い
た
。
最
初
は
不
思
議

な
感
じ
が
し
た
が
、
日
本
語

を
覚
え
て
い
く
中
で
、
戦
争

が
ど
う
い
う
仕
組
み
で
引
き

起
こ
さ
れ
た
の
か
や
、
ア
メ

リ
カ
で
は
狂
気
と
捉
え
ら
れ

て
い
る
特
攻
隊
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
思
考
も
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

戦
争
の
話
を
聞
く
中
で
当

時
、
英
語
が
「
敵
性
語
」
と

し
て
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
知
っ
た
。
敵
の
言
葉
を
理

解
で
き
な
け
れ
ば
戦
争
に
勝

つ
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
た
が
、
ご
く
一
部
の

エ
リ
ー
ト
層
は
英
語
を
覚

え
、
読
み
解
く
訓
練
を
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
政

府
に
よ
っ
て
情
報
は
操
作
さ

れ
、
99
％
の
庶
民
と
１
％
の

エ
リ
ー
ト
が
持
つ
情
報
の
中

身
は
全
く
違
っ
た
の
だ
。
ま

た
、
戦
況
を
伝
え
る
報
道
も
、

事
実
と
全
く
違
う
も
の
だ
っ

た
。
当
時
の
言
論
空
間
に
身

を
置
き
、
戦
争
を
大
義
と
す

る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
読
み
解

く
こ
と
は
、
自
分
が
メ
デ
ィ

ア
に
今
ど
う
操
作
さ
れ
て
い

る
か
を
つ
か
む
入
り
口
に
な

る
。
情
報
の
操
作
は
80
年
前

も
今
も
変
わ
ら
な
い
の
だ
。

　

事
の
本
質
を
発
見
す
る
大

き
な
機
会
を
く
れ
た
の
は
、

広
島
の
人
々
だ
っ
た
。
平
和

記
念
資
料
館
で
被
爆
体
験
者

か
ら
話
を
聞
く
機
会
が
あ

り
、「
原
爆
」
が
日
本
語
で

は｢

ピ
カ｣｢

ピ
カ
ド
ン｣

と
も

呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
こ
れ
ま
で
に
聞
い
た
こ

と
の
な
い
、
迫
っ
て
く
る
擬

態
語
で
、
私
は
そ
の
言
葉
を

体
内
に
取
り
込
ん
だ
。
す
る

と
、
以
前
の
よ
う
に
遠
く
の

上
か
ら
目
線
で
は
な
く
、
そ

の
現
場
に
い
る
よ
う
な
形

に
、
自
分
の
立
ち
位
置
が
変

わ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

原
爆
投
下
の
お
蔭
で
戦
争
を

終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
人
の
命
が
助
か
っ
た

と
教
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
戦
争
を
終
結
さ
せ
る
に

は
、
都
心
の
政
権
中
枢
部
を

狙
う
の
が
一
番
効
率
的
な
は

ず
だ
。
な
の
に
実
際
は
、
原

爆
を
技
術
的
に
完
成
さ
せ
る

ま
で
の
時
間
稼
ぎ
に
日
本
の

主
都
と
地
方
都
市
へ
の
空
襲

や
沖
縄
上
陸
が
遂
行
さ
れ

た
。
原
爆
投
下
と
い
う
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
た
め

に
、
多
く
の
命
が
失
わ
れ
た

わ
け
だ
。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と

事
実
は
真
逆
だ
。

　

現
代
の
日
本
人
の
大
多
数

も
、
原
爆
が
戦
争
を
終
わ
ら

せ
た
と
思
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
あ
る
意
味
原
爆
が

役
に
立
っ
た
と
い
う
認
識
が

あ
る
た
め
、「
核
の
平
和
利

用
」
と
い
う
言
葉
に
騙
さ
れ
、

悪
質
な
嘘
を
見
抜
く
こ
と
が

で
き
な
い
の
だ
と
私
は
思
う
。

情
報
に
操
作
さ
れ
ず

実
感
か
ら
さ
ぐ
る

　　

マ
ス
コ
ミ
や
ネ
ッ
ト
の
情

報
が
役
立
つ
と
期
待
し
て
は

い
け
な
い
。
情
報
を
鵜
呑
み

に
し
て
「
知
っ
て
い
る
」
と

思
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
で

思
考
は
ス
ト
ッ
プ
す
る
。

　

私
は
、
受
け
取
っ
た
情
報

に
納
得
す
る
の
で
は
な
く
、

「
分
か
ら
な
い
」
か
ら
「
掘

り
下
げ
る
」
こ
と
を
基
本
姿

勢
に
し
て
い
る
。
自
分
で
調

べ
、
体
験
者
の
話
を
聞
い
て

ひ
た
す
ら
さ
ぐ
っ
て
い
く

と
、
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
、
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
私

自
身
も
20
〜
30
代
の
頃
に
知

っ
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い

た
歴
史
は
ほ
ぼ
吹
っ
飛
ん
で

し
ま
っ
た
。
自
分
の
実
感
や

実
体
験
に
基
づ
い
て
世
界
を

見
つ
め
、
発
見
し
続
け
る
こ

と
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
と
思

う
。

　東京電力福島第一原発事故から10年が経過しま
したが、廃炉作業が続く原発の溶融核燃料や高レ
ベル放射性廃棄物の最終的な処理・処分方法は、
いまだ方向性も行き場も決まっていません。
　汚染処理水も放射性廃棄物のひとつですが、日
本政府は今年の４月、この水に含まれる放射性物質
の濃度を下げる処理をしたうえで、約２年後に海に
流す方針を決めました。汚染処理水には技術的に
取り除くことが難しい放射性物質トリチウムが混じ
っており、排出することによる環境や人体への不安
も大きく、あわせて風評被害も懸念され、安心安全
な解決策とは言えません。
　原発が稼働する限り、放射性廃棄物はどんどん
膨らみ続けているにもかかわらず、処理する道筋も
ないまま再稼働が進んでいます。これ以上この問題
を先送りする訳にはいきません。解決、完結できな
い原発による負の遺産を次世代に残さないために
も、放射性廃棄物を出さない自然エネルギーの「グ
リーンコープでんき」をすすめていきましょう。

放射性廃棄物の行く先

グリーンコープ共同体組織委員会

グリーン未来ソーラー売電量
36,285kWh

定格出力376kW（110世帯相当）

若宮物流センター太陽光発電所売電量
0kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

神在太陽光発電所売電量
111,990kWh

定格出力1,057kW（309世帯相当）

平池水上太陽光発電所売電量
127,664kWh

定格出力1,260kW（368世帯相当）

深年太陽光発電所売電量
149,418kWh

定格出力1,550kW（453世帯相当）

広島物流センター太陽光発電所売電量
3,343kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

※1

※2

グリーンコープやまぐち生協
西部地域本部太陽光発電所売電量

5,035kWh
定格出力54kW（16世帯相当）

2021年8月の売電量
一般社団法人グリーンコープでんきから

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」という願いをかなえるため
に、グリーンコープ・グリーン電力出資金に協力しましょう

私たちのひろがれ
!

発電所
グリーンコープ・グリーン電力出資金

11,307人 1,104,997,000円 2021年
10月13日現在( )

知
な

ぼ

平
和

た
、

か
ら

ら

つ

の
く講

師
　
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん

情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
自
分
の
力
で
事
の
本
質
を
知
ろ
う

2021年度  第２回

平和学習会

アーサー・ビナードさん
詩人・翻訳家。アメリカ合衆
国ミシガン州に生まれる。広
島県在住。ニューヨーク州の
大学で英文学を学び、卒業と
同時に来日、日本語での創作
を始める。絵本に『さがして
います』（童心社）他多数。

　学習会の中でアーサー・ビナードさんは、自身の脚
本で丸木俊さんと丸木位里さんの絵の紙芝居「ちっち
ゃい こえ」を演じました。

　原爆投下の当日、広島のある家族の様子を猫の視線
で語ります。生きものの細胞の小さな声に耳を澄ま
せ、戦争で傷つけられる生命について考える物語です。

『知らなかった、ぼくらの戦争』

アーサー・ビナード編著

※

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
：
意
図
（
特
に
国

家
に
お
い
て
の
政
治
的
意
図
を
指

す
こ
と
が
多
い
）
を
も
っ
て
特
定

の
主
義
や
思
想
に
誘
導
す
る
宣
伝

戦
略
。

今回の講演の内容と重なる本です

※1：落雷による機器の故障のため、測定できませんでした
※2：落雷による機器の故障のため、８月27日12時から８月31日の期間は測定できませんでした

（小学館）

自身の受けたアメリカの教育とも照らし合わせなが
ら、日本人の太平洋戦争体験者たちを訪ね歩き、戦
争の実態に触れ、鋭い観察力で戦争と平和について
考察を深めています。
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